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硫
  

黄

　
資
料
館
建
設
事
業
は
、
新
た
な
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
展
示
品
を
数
多
く
集
め
、
来
場
者
に
感
動
を
呼

び
起
こ
す
「
展
示
フ
ロ
ア
ー
」を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。

　
鉱
山
の
ゆ
か
り
の
物
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
物
で
も
結
構

で
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
展
示
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
蔵
王
猿
倉

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
送

の
場
合
は
、
本
紙
発
行
責
任
者
（
本
紙
一
面
、
機
関
紙

名
の
下
段
に
発
行
責
任
者
名
、
法
人
所
在
地
を
記
載
し

て
い
ま
す
。）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

「資料館」の展示品を求めています！「資料館」の展示品を求めています！

　

木
村　

幹
雄
様
・
丹
野　
　

啓
様

　

ウ
ス
イ
マ
ヤ
様
・
小
林　

七
郎
様

　

阿
部　

敏
子
様
・
石
原　

邦
子
様

　

野
地　
　

洋
様
・
金
子
キ
ミ
子
様

　

岡
野　
　

稔
様
・
西
野
目　

哲
様

　

山
川　

庄
助
様
・
齋
藤
製
本　

様

　

須
田　

勝
男
様
・
柴
田
美
喜
子
様

　

笹
原　

美
保
様
・
榎
本　

眞
理
様

　

山
口　

梅
雄
様
・
東
海
林
茂
子
様

　

金
子　

重
男
様
・
山
川　

和
夫
様

　
日
東
商
事
株
式
会
社
代
表
取
締
役 

川
口　

豊
様

　
日
東
商
事
職
員
組
合
執
行
委
員
長 
川
口
周
一
様

　

岩
川
商
事
株
式
会
社
エ
コ
ー
山
荘

　
　
　

  

代
表
取
締
役 

岩
川
耕
治
様

寒
河
江
市
　
　 

齋
藤　
　

広
様

山
形
市　
　

  　

  

鈴
木　

敏
和
様

　

鈴
木　

ヒ
サ
様
・
佐
東　

弘
子
様

上
山
市　
　
　
　

土
屋　

健
一
様

　

土
屋　

智
広
様
・
川
崎　

充
子
様

　

土
田　

貞
男
様
・
篠
原　

政
志
様

　

桑
原
久
仁
美
様

　

当
法
人
が
蔵
王
猿
倉
・
中
川

第
２
小
学
校
跡
地
に
建
設
を
進

め
て
き
た
「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資

料
館
」（
体
育
館
棟
）
が
９
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
並
び
に
支
援
者
の
皆
様
に
は
、

多
く
の
寄
付
金
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
程
、
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
は
、
ご
芳
名
を

資
料
館
に
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

本
「
資
料
館
」
は
、
蔵
王
鉱
山

元
従
業
員
及
び
そ
の
二
世
が
中

心
と
な
り
、
平
成
28
年
４
月
28

日
、
特
定
非
営
利
活
動
（
N
P
O
）

法
人
「
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語

り
継
ぐ
会
」
を
設
立
し
、
鉱
山
の

歴
史
と
文
化
を
後
世
に
伝
承
す

る
た
め
、
そ
の
殿
堂
と
し
て
建

設
し
た
も
の
で
す
。
建
物
は
、
旧

中
川
第
２
小
学
校
を
原
型
と
し

て
お
り
、
今
後
「
教
室
棟
」
を
増

築
す
る
方
針
で
す
。

　

こ
の
間
、
令
和
元
年
春
に
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ン
グ
に
よ

り
広
く
市
民
の
寄
付
金
も
募
集

し
、
令
和
元
年
５
月
15
日
に
地

鎮
祭
、
同
年
７
月
16
日
に
は
上

棟
式
を
執
り
行
い
、
こ
の
程
完

成
を
み
ま
し
た
。
建
設
費
の
総

額
は
、（
有
）
鈴
建
へ
１
千
百

90
万
４
千
円
、
小
松
設
計
へ
75

万
６
千
円
合
計
１
千
２
百
66
万

円
で
し
た
が
、
当
会

預
金
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ン
グ
等
に

よ
り
充
当
す
る
と

と
も
に
、
一
部
借
入

金
を
も
っ
て
充
当
し

ま
し
た
。
な
お
、
小

松
設
計
様
や
（
有
）

鈴
建
様
の
誠
意
あ

る
建
設
に
対
し
、
紙
上
を
借
り

て
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
会
員
の
皆
様
よ
り

展
示
物
の
提
供
を
い
た
だ
き
、

本
年
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の

日
）
を
目
途
と
し
て
、
仮
オ
ー

プ
ン
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
写
真
は
、
完
成
し
た
同
資

料
館
で
す
。

　

感
謝
を
こ
め
て
ご
報
告

　

令
和
元
年
８
月
１
日
か
ら

令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の

会
費
、
寄
付
金
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

追
伸

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

金
額
に
つ
い
て
明
示
す
べ
き
か

否
か
慎
重
な
議
論
を
行
い
ま

し
た
が
、
社
会
奉
仕
と
い
う
高

い
理
念
を
尊
重
し
、
ご
氏
名
の

み
の
公
表
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
　  

費

―

ご
寄
付
者
氏
名―

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「蔵王鉱山歴史資料館」が完成。
11月23日仮オープン！11月23日仮オープン！

感 

謝

　
「
観
光
地
に
ホ
テ
ル
を
建
て

お
客
様
を
バ
ス
で
送
迎
す
る
。

そ
う
ゆ
う
時
代
は
終
わ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
お
客
様
の
住

ん
で
お
ら
れ
る
都
会
に
ホ
テ

ル
を
建
て
る
時
代
」
と
い
っ

て
全
国
の
都
会
の
ド
真
ん
中

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
を
建
設
、

故
に
日
東
さ
ん
か
ら
の
お
話

は
乗
れ
な
い
、
と
い
う
藤
田

観
光
・
・
。

　
「
蔵
王
の
開
発
は
進
ん
で
い

る
。
国
際
興
業
が
手
を
出
す

ほ
ど
の
物
件
で
は
な
い
。」
当

時
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
開

発
に
全
力
投
球
中
の
担
当
者

の
話
。
つ
ま
り
両
方
か
ら
断

ら
れ
た
状
態
で
あ
り
、
内
心

ホ
ッ
と
し
て
本
社
の
動
き
を

見
守
っ
て
い
た
。

　
「
川
口
君
に
会
い
た
い
。」

蔵
王
鉱
山
時
代
か
ら
付
き
合

い
の
あ
っ
た
K
氏
か
ら
電
話

が
入
っ
た
。
彼
は
蔵
王
閉
山

後
、
本
社
に
転
勤
し
日
東
金

属
㈱
の
会
社
解
散
に
伴
う
清

算
事
務
を
執
行
す
る
中
心
人

物
で
あ
る
。

　
「
蔵
王
鉱
山
の
す
べ
て
の
資

産
１
億
８
千
万
円
で
買
っ
て

く
れ
な
い
か
」「
そ
ん
な
大
金

あ
る
訳
ネ
エ
ー
」即
座
に
突
っ

ぱ
ね
た
。
だ
が
、正
直
に
い
っ

て
嬉
し
か
っ
た
。
蔵
王
鉱
山

の
遺
産
処
理
を
、「
蔵
王
鉱
山

労
働
組
合
執
行
委
員
長
」
の

肩
書
き
を
も
つ
「
川
口
兼
次
」

に
依
頼
す
る
、
と
い
う
会
社

の
態
度
が
嬉
し
か
っ
た
。

⑴
ニ
ュ
ー
蔵
王
山
荘
と
そ
の

土
地　

⑵
エ
コ
ー
山
荘
と
そ

の
土
地　

⑶
ス
キ
ー
場
施
設

（
ス
キ
ー
ポ
ニ
ー
リ
フ
ト
１

基
）
と
そ
の
用
地
、
旧
製
錬

所
跡
地
で
掘
り
当
て
た
温
泉

権
、
な
ど
を
含
め
て
１
億
２

千
万
円
と
い
う
提
案
が
あ
っ

た
。    

安
い　

と
は
思
っ
た

が
、
即
答
は
避
け
た
。
鉱
毒

対
策
な
ど
の
た
め
に
組
織
さ

れ
た
「
日
東
商
事
株
式
会
社
」

と
い
う
会
社
が
あ
り
、
既
に

ス
キ
ー
場
開
発
等
で
多
く
の

株
主
が
私
の
背
中
を
押
し
て

く
れ
て
い
る
真
最
中
で
も
あ

り
、
こ
の
株
主
の
皆
さ
ん
の

意
見
が
ど
う
し
て
も
必
要

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

満
場
一
致
で
買
い
取
る
こ

と
が
決
議
さ
れ
た
。
し
か
し

驚
い
た
の
が
会
社
側
だ
っ
た

ら
し
い
。
そ
ん
な
大
金
あ
る

訳
ネ
エ
ー
、
こ
の
ひ
と
こ
と

が
売
主
と
し
て
気
が
か
り

だ
っ
た
ら
し
い
。

　
「
支
払
い
は
２
年
以
内
。
こ

の
間
、
売
り
渡
し
物
件
を
売

却
す
る
こ
と
も
了
。
た
だ
し
、

会
社
が
認
め
る
保
証
人
を
つ

け
ろ
」「
１
万
、
２
万
な
ら
と

も
か
く
、
１
億
２
千
万
円
の

保
証
、
頼
む
気
も
な
い
し
、

頼
ま
れ
て
も
ウ
ン
、
と
い
う

人
は
イ
ナ
イ
！
」明
確
に
突
っ

ぱ
ね
た
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
撤
回
さ
れ
、「
不
動
産
売
買

予
約
契
約
書
」
に
調
印
し
た
。

　

蔵
王
鉱
山
が
閉
山
さ
れ
て

か
ら
19
年
目
の
昭
和
57
年
５

月
の
こ
と
だ
っ
た
。（
川
口
）

　

院内銀山、異人館前 院内銀山のジオラマ

入口の銀山社宅電光掲示板　

　

須
江　

和
寿
様
・
鈴
木　

敏
彦
様

　

土
屋　

健
一
様
・
長
岡　

迪
生
様

　

長
岡　

通
子
様
・
川
口　

京
子
様

　

髙
橋　

正
之
様
・
熊
谷　
　

忍
様

　

川
口　

周
治
様
・
川
口　

尚
也
様

　

阿
相　

智
貴
様
・
齋
藤
清
一
（
久
弥
）

様

　

Z
A
O
猿
倉
レ
ー
シ
ン
グ
様

　

大
宮　

善
孝
様
・
佐
藤　

竹
志
様

　

齋
藤　

暢
之
様
・
慈
眼
寺
葦
原
様

　

小
松　

正
和
様
・
志
人
会
一
同
様 

　

塩
野　

昌
俊
様
・
齋
藤　

英
治
様

　

長
沢　

徹
郎
様
・
黒
田　
　

修
様 

　

内
海　

浩
之
様
・
川
口
み
ど
り
様

　

大
場　

秀
雄
様
・
野
口　

久
義
様

　

佐
藤　

周
平
様
・
堀　
　

和
彦
様

　

佐
藤
衣
利
子
様
・
伊
藤　

利
彦
様

　

髙
橋　

輝
幸
様
・
小
笠
原
け
い
子
様

元製錬場方向の北側

猿倉方向の南側　　　　　　　　　　　　　
（出入り口には、教室棟を接続する予定。
背後の立木は、元体育館前の楢ノ木）

・ 　

土
屋　

健
一
様
・
コ
バ
ヤ
シ
シ
チ
ロ
ウ
様

　

柴
田　

信
一
様
・
楠　
　

泰
夫
様

　

丹
野　

正
俊
様
・
野
地　
　

貢
様

　

川
口
よ
う
子
様
・
横
尾　

敏
子
様

　

森
田　

栄
一
様
・
水
田　

延
子
様

　

山
口　
　

好
様
・
勝
見　

俊
郎
様

　

稲
毛
眞
紀
子
様
・
五
十
嵐
長
吉
様

　

大
友　

幸
子
様
・
佐
東　

弘
子
様

　

佐
藤　
　

修
様
・
青
木　

俊
二
様

　

中
川　

健
一
様　

　

㈱
野
川
食
肉
食
品
様　
　

　

藤
野　

和
男
様
・
渡
辺　

弘
道
様

　

蔦
谷　

栄
三
様
・
板
垣　

次
英
様

　

三
宅　

隼
人
様
・
佐
藤　

博
美
様

　

佐
藤　
　

琴
様
・
東
海　

林
淳
様

　

小
松　

正
明
様
・
野
崎
ユ
リ
子
様

　

嶋
貫
恵
美
子
様
・
川
内　

康
行
様

　

丹
野　

美
雪
様
・
佐
藤　

正
夫
様

　

佐
藤　
　

造
様
・
齋
藤　

大
作
様

　

㈱
田
中
青
果
様
・
梅
津　
　

修
様

　

富
塚　

幸
雄
様
・
長
谷
部
佳
郎
様

　

佐
藤　

京
一
様
・
鈴
木　

敏
彦
様

　

日
東
金
属
鉱
山

　
　
　
　

株
式
会
社
の
解
散 

② 

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の
「その十二」

　

理
事
会
で
は
、
今
後
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
作
り
に
役
立
て
る
た
め
、
10
月
９

日
、
川
口
兼
次
理
事
長
以
下
理
事
10
名

で
秋
田
県
湯
沢
市
に
所
在
す
る
「
院
内

銀
山
、
異
人
館
」
の
視
察
を
実
施
し
ま

し
た
。
な
お
、
現
地
で
秋
田
市
居
住
の

間
山
昭
氏
も
合
流
し
、
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

同
銀
山
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
慶
長

11
年
（
一
六
〇
六
年
）
村
山
宋
兵
衛
ら

４
人
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
銀
山
で
、

江
戸
中
期
に
は
新
た
な
鉱
脈
も
発
見
さ

れ
、
戸
数
４
千
戸
、
人
口
は
１
万
５
千

人
、
領
主
城
下
を
凌
ぐ
ほ
ど
繁
栄
し
、

明
治
期
に
は
明
治
天
皇
も
御
巡
幸
さ
れ

た
鉱
山
で
し
た
。
明
治
末
期
に
は
、
銀

の
暴
落
な
ど
に
よ
っ
て
苦
境
に
陥
り
、

そ
の
後
規
模
を
縮
小
し
て
操
業
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
29
年
（
一
九
五

四
年
）
に
完
全
閉
山
と
な
り
、
約
350
年

の
歴
史
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

　

同
会
館
は
、
銀
山
資
料
と
縄
文
土
器

等
を
展
示
す
る
湯
沢
市
の
資
料
館
に

な
っ
て
お
り
、
JR
院
内
駅
も
併
設
さ
れ

た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
の
立

派
な
建
物
で
し
た
。（
写
真
参
照
）

　

１
階
は
、
受
付
と
歴
史
を
映
像
で
紹

介
す
る
映
写
室
が
あ
り
、
２
階
は
、
入

り
口
の
正
面
に
最
盛
期
の
鉱
山
全
景
写

真
、
歴
代
の
役
員
、
祖
先
の
人
名
、
江

戸
期
の
住
宅
絵
図
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
奥
に
入
る
と
、
採
掘
し
て

い
た
鉱
石
、
製
品
化
し
た
銀
貨
、
銀
山

の
歴
史
年
表
、
坑
内
の
見
取
り
図
、
銀

山
に
関
す
る
新
聞
記
事
、
当
時
銀
山
を

克
明
に
記
録
し
た
医
師
の
業
績
が
展
示

さ
れ
、
フ
ロ
ア
ー
の
奥
ま
っ
た
場
所
に

は
、
採
鉱
棟
や
社
宅
の
ジ
オ
ラ
マ
、
採

掘
作
業
員
の
頭
で
あ
る
金
名
子
の
番
付

等
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
蔵
王
歴

史
資
料
館
の
規
模
を
上
回
る
資
料
館
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
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ペ
ン
で
結
ぶ
、近
況
だ
よ
り

◇
土
屋
健
一
か
ら

 

　
✒

 

佐
藤
京
一
君
へ
◇

　

佐
藤
京
一
君
よ
り
元
山
の
同

級
で
あ
っ
た
弟
の
渋
谷
博
美
に

「
た
よ
り
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、

兄
・
土
屋
健
一
が
代
わ
っ
て
ご

返
事
を
書
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

私
は
、
蔵
王
鉱
山
元
山
に
お

り
ま
し
た
土
屋
宇
三
郞
の
長
男
・

健
一
で
す
。

　

蔵
王
鉱
山
が
閉
山
し
56
年
に

な
り
ま
す
が
、
元
山
の
皆
さ
ん

は
そ
の
後
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
元
気
で
や
っ
て
い

ま
す
か
。
あ
の
時
若
竹
寮
で
暮

ら
し
た
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
た

い
で
す
。

　

我
々
同
級
生
（
中
川
中
）
は
、

「
風
の
子
会
」
と
い
う
会
で
毎
年

お
会
い
し
て
い
ま
す
。

　

土
屋
家
は
、
鉱
山
閉
山
後
、
葉

山
に
自
宅
を
構
え
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
父
は
、
平
成
15
年
84

歳
で
亡
く
な
り
、
母
は
昭
和
47
年

53
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
も
う

少
し
長
生
き
し
て
も
ら
い
た
か
っ

た
で
す
。

　

我
が
家
は
、
４
人
兄
妹
で
す
。

自
分
は
、
高
校
卒
業
後
大
阪
に
就

職
し
て
３
年
間
働
き
ま
し
た
。
山

形
に
戻
り
農
機
具
会
社
に
勤
務
し

て
退
職
ま
で
働
き
、
２
年
程
前
74

歳
で
リ
タ
イ
ヤ
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
息
子
夫
婦
と
孫
（
男
）
の
４

人
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

次
男
・
宇
三
美
は
、
昭
和
39
年

に
17
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
三

男
・
博
美
は
、
高
校
卒
業
後
京
一

君
と
同
業
の
繊
維
業
界
に
勤
務

し
、
現
在
は
市
内
荒
町
に
妻
と
二

人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

は
男
３
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

て
、
三
重
県
、
上
山
、
仙
台
に
住

ん
で
お
り
、
元
気
に
や
っ
て
い
ま

す
。

　

妹
・
延
子
は
、
山
形
に
就
職
し
、

現
在
は
市
内
石
崎
に
住
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
は
２
人
、
男
１
人
、

女
１
人
で
、
長
女
は
酒
田
に
住
ん

で
い
ま
す
。
兄
妹
３
人
と
も
上
山

に
住
み
、
車
で
５
分
く
ら
い
の
所

に
お
り
、
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
す
。

正
月
二
日
は
、
自
宅
で
土
屋
家
の

新
年
会
、
お
盆
は
８
月
14
日
猿
倉

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
と
、
年
２
回
顔

合
わ
せ
て
い
ま
す
。
甥
、
姪
、
そ

の
子
ど
も
を
含
め
る
と
20
人
く
ら

い
に
な
り
ま
す
。
父
が
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

元
山
の
子
供
た
ち
は
、
小
学
校

◇
土
屋
健
一
か
ら ✒

　

渡
辺
き
み
子
さ
ん
へ
◇

　

元
山
で
は
、
渡
辺
長
太
郎
さ

ん
ご
一
家
と
家
族
同
様
の
お
付

き
合
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
渡

辺
さ
ん
の
長
女
の
き
み
子
さ
ん

は
、い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

近
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

坑内火災の出火、密閉の経過

＜12月29日＞

　04:00～濃ＳＯ２ガスが元山坑外に充満し、全体的に危険な状態となる。こ

　　　　　　　　のため、幹部が協議した結果、元山地区居住の家族を退避させる

　　　　　　　　ことを決定し、関係筋並びに元山地区全員に連絡指示をする。

　09:30～元山地区家族が製錬地区に避難を開始する。 　　　　　

　10:30～上山警察署長以下4人が元山に到着。

　10:30～前日決定した実施事項の外、36 米坑の坑口密閉も併せて行うこ

　　　　　　　　ととし、また山神坑密閉3か所と24米坑大広間の密閉3か所計

　　　　　　　　6か所は、同時に行うことを各救護隊に指示。直ちに作業に取り　

　　　　　　　  かかる。救護隊基地を方１コンプレッサー室（山神坑坑口）に移す。

　13:30～松尾班、24 米大広間の密閉箇所を探検する。大広間ＮＯ３の密閉

　　　　　　　　箇所は、濃ＳＯ２ガスのため、密閉は不可能であると認定する。

　14:20～松尾班、 24米大広間ＮＯ１， ２の密閉を完了する。

　14:40～相内班、 山神坑ＮＯ１の密閉強化を完了する。

　　　　　　　　蔵王班、 山神坑ＮＯ２の密閉強化を完了する。

　14:45～相内隊員が出坑と同時に窒息状態となり倒れる。直ちに救急処置を行い、

　　　　　　　　事なきを得る。原因は、カリ定（？）の不良（35年製）によるものである。

　14:50～吉野班、 山神坑ＮＯ３の再密閉を完了する。

　18:10～松尾班、 36米坑坑口の密閉を完了する。

　　　　　　　　監督官より書類及び口頭で指示事項あり。 （書類による

　　　　　　　　ものは、 別添の監督票の通り。）

　　　　　＜口頭指示事項＞

　　　　　　①　火薬類保管責任者の選任

　　　　　　②　火薬類保管場所に昼夜の巡回者を置く

　　　　　　③　警察の了解を得て、 製錬場において外来登山者を制限する

　19:00～所長、 監督課長、 監督官 2 人、 松尾・吉野両救護　

　　　　　　　　隊が全員下山する。

　21:00～30日２時まで、36米坑、坑口密閉箇所の状況調査を実施する。

＜12月30日＞

　09:00～本日の実施事項を次の通りとする。

　　　　　　①　火薬類保管責任者の選任

　　　　　　②　火薬類保管場所に昼夜の巡回者を置く

　　　　　　③　警察の了解を得て、 製錬場において外来登山者を制限する

　　　　　　　　30日9時～1月3日までの作業は、 各密閉箇所の巡

　　　　　　　　回、 火薬保管箇所の巡回とし、 各番割を行う。

　12:00～元山居住家族、 製錬より全員帰山する。 火薬類保安　

　　　　　　　　箇所の立入禁止柵が完了する。

　15:30～蔵王班、 扇風機排気口の密閉を完了する。

　15:40～相内班、 旧24米坑、 坑口の密閉を完了する。

昭和38年1月3日、鉱山事務所採鉱課において、蔵王と松尾の職員による打

合せ会を開催し、①4日に山神坑の取り明け。②5日より山神坑より製錬向けの鉱

石を出坑開始する。との方針を立て、探検箇所や取り明け方法などを決定した。

昭和38年1月13日～19日の1週間にわたり第二次消火作業が行われた。

作業は、各坑の状況を探検することに重点がおかれたが、18 日、本部において

打ち合わせた結果、次の状況であった。

①　12 米坑、24 米坑の火災範囲は、概略把握できた。崩落した鉱石もかなり

あるので、表面は燃えていなくても内部は燃えているものと思われる。

②　34米坑は、燃えているとは思われない。

③　火薬取扱所内の火薬類搬出は現在のところ、いかんともなし難い。

④　今後の消火作業は、大規模救護隊を編成しても効果的ではないので、編制

替えをした方が良い。

⑤　12 米坑に崩落した鉱石は、少なくとも 2,000t くらいと思われるが、これに対

して直接消火を行ってみても現水量から考えて無理と思われる。したがって、再密

閉をして自然注水を行い、火の眠っている状態を良くしてから取り明けて消火したら

よいのではなかろうか。表面は注水して鎮火させることはできても、内部までの消

火は（？）をかきだしながら注水しなければならぬので、相当日数を必要とするだろう。

⑥　1本の水管0,4㎥／minのもの2本は必要であろう。

以上の検討結果に基づき、西 1 号坑、南二番坑交差点より陥没箇所への無

人放水が開始され、20日にも、12米坑、24米坑、山神坑の密閉箇所の補強

を行い、15:30まで続けられた。以上のとおり第二次消火作業を行った。

その後、蔵王救護隊により密閉外の巡視等を強化し、25,28 の両日には、陥没

箇所及び配管小屋周辺の探検を行い、温度、ガスの測定を行ったが、好転が

認められず、自然放水の方向を代えるにとどまった。

　16:00～予定した密閉作業は一応終了したので、31日より1月3日まで

　　　　　　　　の勤務員以外は、年末年始の休日を実施することとした。

　17:00～相内、 大揚救護隊 （一部の係員は残） が下山。 各

　　　　　　　　密閉箇所及び火薬類保管箇所の巡回を始める。

＜対策会議の開催＞

＜第二次消火作業の実施＞

　　　　　　　　

（ その３ 最終回 ）

「
坑
内
火
災
と
密
閉
の
経
過
」

　
昭
和
37
年
12
月
25
日
早
朝
に
認
知
さ
れ
た
坑
内
火
災
は
、
翌
26
日
以
降
も
懸
命
の
消

火
注
水
作
業
が
行
わ
れ
た
も
の
の
依
然
好
転
せ
ず
、
状
況
は
次
の
よ
う
に
推
移
し
た
。

―資料館展示物の先行紹介――資料館展示物の先行紹介――資料館展示物の先行紹介―
　

本
稿
は
、
令
和
元
年
５
月
、
鉱
山
職
員
の
ご
遺
族
よ
り
提
供
を
受
け
た
「
元
山
坑
内
火
災
状
況
報
告
書
」

を
転
写
し
た
も
の
で
す
が
、
今
回
で
経
過
の
報
告
を
完
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
史
料
の
原
本
は
、

近
日
中
に
開
館
を
予
定
し
て
い
る
「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
」
に
展
示
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
来
館
の
上
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

文
章
の
形
式
は
分
か
り
や
す
い
現
代
文
に
修
正
し
、
ま
た
関
係
者
の
固
有
名
詞
は
、
ご
遺
族
や
関
係
者
の

　

意
向
に
配
慮
し
、
非
開
示
と
し
て
い
ま
す
。

　「歴史資料館」の建設を目前にして、会員や賛助会員から鉱山の暮らしぶりを写した「写真集」や

事業活動の一部を記録した史料の寄贈を受けております。

編 

集 

後 

記

　私は、蔵王鉱山元山で鉱夫として従事していた父・齋藤　透、母・齋藤　文の次男・暢之です。　昭和 35 年４月から 38 年３月までの３年間、中川第二小学校での勉学、若竹寮での寮生活を経験しました。　社会人になってからは、銀行に入行。大企業担当・海外支店及び本部勤務等経験の後、長い銀行員生活に別れを告げ、今も一般企業に再就職し、日々多忙な生活を送っています。　当時の掛け替えのない経験は、脳裏に深く刻まれ決して頭から離れることはありませんでした。毎年恒例だった元山での仮装大会、盆踊り大会は楽しい思い出として深く心に残っています。
　蔵王鉱山歴史資料館建設は、本当に嬉しく思っています。同時にご尽力いただいた皆様には心より感謝申し上げます。私も微力ながら可能な限りご協力させていただくつもりでおります。　　　　　　　　　　神奈川県座間市相武台　齋藤　暢之

会
員
通
信

　昭和 36 年６月の早朝、体育館と若竹
寮との間に「ひょうた

ん池を作り岩魚を育てよう」と思
い、設計図を見ていたところ

へ塩田所長が突然現れ「先生の考
えに大賛成だ。僕も入れて欲

しい」と言い、次の日から５人の
作業員が来て、２日間で完成

してくださいました。

　約２ヶ月間放置し、８月末頃か
ら、吉田さんと僕で仙人沢と

芳刈川から岩魚を釣り、約 100 匹
放した。

　10 月に実施した県へき地研究大
会では、校舎東側に移植した

「りんどう」と「ひょうたん池」
が地域を生かした教材としてす

ばらしい称賛を得た。

　昭和 37 年４月、蔵王２中へ転勤した
。転勤して間もなく、

若竹寮の子供さんから「岩魚を釣
って食べる先生がいるから注

意して欲しい」とのハガキが来まし
た。住所、氏名はなかった（３

回）。誰かな？
　　　　　　　　　　中川第二小

学校教諭　海老名　六郎

◇　

資
料
館
の
一
部（
体
育
館
棟
）が
完
成
し

た
。「
院
内
銀
山
・
異
人
館
」を
見
て
、我
が
資

料
館
に
も
建
物
を
入
れ
た
ジ
オ
ラ
マ
が
あ
っ

た
方
が
良
い
と
感
じ
た
。そ
う
い
え
ば
、元
山
、

猿
倉
の
住
宅
地
図
が
未
完
成
。入
居
者
が
不

明
で
も
建
物
だ
け
で
も
完
成
さ
せ
、全
体
の

ジ
オ
ラ
マ
を
設
置
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

◇　

資
料
館
に
展
示
し
よ
う
と
「
中
川
公
民

館
だ
よ
り
」
に
寄
稿
中
の
「
蔵
王
鉱
山
の
思

い
出
」
を
編
集
中
。
地
元
の
人
か
ら
た
く
さ

ん
資
料
館
に
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
、「
中

川
福
祉
村
文
化
産
業
ま
つ
り
」（
11
／
２・３
）

の
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
先
行
展
示
し
て
み

た
。
４
冊
展
示
し
完
売
し
ま
し
た
。

◇　
「
会
員
通
信
」
の
海
老
名
先
生
の
「
た

よ
り
」
を
読
ん
で
い
て
、
隣
の
教
室
で
教
え

て
い
た
先
生
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
齋
藤

暢
之
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
４
月
小
学
校
入
学

と
の
こ
と
。「
合
理
化
問
題
」
が
勃
発
し
た
時

で
す
ネ
。
私
は
、
34
年
３
月
に
小
学
校
を
卒

業
し
ま
し
た
の
で
、
丁
度
入
れ
替
え
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◇　
「
近
況
だ
よ
り
」
の
寄
稿
、
土
屋
健
一
副

理
事
長
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡
辺
家
は
閉
山
後
、
東
京
に
移
住
し
皆
さ
ん

元
気
に
お
暮
し
の
よ
う
で
す
。
ご
返
事
は
、

次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
（
髙
橋
記
）

次号は、鉱山操業時、採鉱部探査課に所属し、鉱石の探査と鉱量管理の業務を担当していた熊谷　忍さん（新
潟市西区居住）が事務局に提報していただいた、閉山時の採掘操業の模様について紹介する予定です。）

元山社宅でご近所の方々と 晩年の父・宇三郞

１
年
生
か
ら
親
元
を
離
れ
寮
生
活

を
し
ま
し
た
。
土
曜
日
の
午
後
、

元
山
に
帰
る
の
が
唯
一
の
楽
し
み

で
し
た
。
寮
の
お
ば
さ
ん
の
原
田

ス
エ
さ
ん
（
正
男
君
の
お
母
さ

ん
）、
佐
藤
さ
く
さ
ん
に
は
、
い
ろ

ん
な
面
で
面
倒
を
み
て
も
ら
い
ま

し
た
。
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
と
、

み
ん
な
と
協
力
し
合
っ
て
何
事
も

一
生
懸
命
や
っ
て
来
ま
し
た
。
今

自
分
が
あ
る
の
も
、
あ
の
時
の
寮

生
活
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
の
雪
の
多
い
元
山
の

厳
し
さ
、
懐
か
し
さ
は
一
生
忘
れ

な
い
で
し
ょ
う
。
今
は
、
二
世
、

三
世
の
方
々
が
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
自
分
は
、
N
P
O
法
人
「
蔵

王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
」

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
の

時
代
の
蔵
王
鉱
山
、
中
川
第
二

小
学
校
が
こ
こ
に
あ
っ
た
事
、

寮
生
活
の
思
い
出
、
そ
し
て
あ

の
美
し
い
蔵
王
の
景
色
な
ど
を

多
く
の
人
に
分
か
っ
て
も
ら
い
、

蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
の
完
成

時
に
は
、
多
く
の
人
達
に
足
を

運
ん
で
も
ら
い
た
い
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

　第 14 号（2）


